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秘書の歴史と現代の課題
藤 井 静 子
The History of Secretaries and their Current Problems
Shizuko Fujii
本学で､秘書実務を選択する学生による試験的実習を始めて 1年が経過した｡この実習によ
るレポー ト報告では､9割強の学生が､実務経験のなさを痛感している｡学生であれば､実杏
経験がないのは当然であろう｡超氷河期と呼ばれる就職戦線を目前にした学生達にとっては､
少しでも多くの資格をとり､就職に有利な選択科目をと方向づけるのはもっとなことと思える｡
本稿では､秘書学を志す学生達に､秘書史をひもとき､考察することで秘書の本質性に興味を
抱かせる｡また､現在の秘書の抱える問題点と今後のありかたを課題として提起する｡ただ単
に秘書職の範囲に拘泥するのではなく､現在多くの女性が社会から求められているもの､そし
て女性が社会に還元すべきものはなになのか｡これらの諸問題の発生原因から､社会情勢の変
化に順応する具体策を述べてみたい｡
はじめに
近年､短期大学や専修学校では､社会にお
ける企業の要請に呼応すべ く､秘書科を設置
して秘書士の称号取得の指導教育に取り組ん
でいる傾向が多く見られる｡
かつて企業は､就職者に対して企業が受け
入れる前に柔軟な社会常識を身に付けて欲し
いということを強調していた｡新規雇用者は､
即ち､即戦力になりうる人材を雇用すること
により､従来入社後､社内 ･外で行ってきた
社員教育および人材育成の無駄を省くという
意味合であろう｡
しかし学校側､雇用側､求職側の秘書の仝
体像に対する意識はこれと同一であるはずも
なく､一種のズレが生じていて当然と言えよ
う｡加えて､学生達の秘書に対するイメージ
は､現実とかい離した世界を見ているような
印象になりがちである｡
さて近年の学生には､就職に有利になるよ
うにと､短大在学中から資格所得のために専
門学校とのダブルスクールをする傾向がみら
れる｡学生は､資格が能力や努力を表すもの
と評価されると信じているからである｡
企業側は､柔軟な雇用刷新を図るべ く､優
れた若年者を採用したい方針であるが､人生
経験の少なさから､いきおい資格を一つのポ
イントとして捉えることになっている｡又､
国際化の中で､例えば語学力のある人材を欲
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する場合､入社後の教育では遅すぎることか
ら､資格を持つ学生を雇用する傾向がある｡
こうしたことから､学生達を資格取得-走
らせる結果となっているが､企業の彼らをみ
る目はいささか冷やかである｡つまり学生は
資格範囲のことのみに拘泥し､それ以上の気
概を会社に見せないからである｡資格武装の
雇用に乗じた企業内部にも反省がみられてい
る｡
秘書学の中にも､概論と実技があるが､学
生達の中には実技さえでさればといった考え
がみられる｡しかし歴史を知らずして現代を
語れないと同様､基本となる概説を知らなく
ては実技を学ぶ意味を持たないoこれまでの
実技授業においても､概論を勉強しないで実
技のみを選択した学生の場合､基礎学習がで
きていないために目的も明確でなく､意欲の
乏しい結果となるケースが多くみられた｡概
論では､原理的 ･歴史的過程を理解すること
で､学生達にその必要性を認識させたいと思
う ｡
ところで､これまでに定着化しつつあった
秘書教育が､ここでOA化の波により大きな
転機を余儀なくされている｡社会的観念にお
ける初歩的な秘書教育の課題にとどまらず､
より高度な知識を持った人材が求められてい
る｡
この今日的な課題に､何らか示唆を求めて､
秘書職とは､いつどのように発生し､現在の
形に体系づけられてきたのか､そのプロセス
を考察してみたいと思う｡
Ⅰ秘書の広義上の意味
秘書という言葉の定義を 『広辞苑』で調べ
てみると ｢①秘して人に見せない書籍｡秘本｡
②秘密の文書｡また､それを取り扱う人｡③
要職にある人などに直属して､これを助け､
また機密の文書や用務をつかさどる職｡セク
レタリー ｡[秘書監]①中国の官名｡宮中の図
書 ･秘記などをつかさどった｡(診図書頭 (ず
しょのかみ)の唐名｡｣とある｡
では､秘書が歴史上いつ頃から登場したの
か､その時期と変遷を世界の歴史の中に遡っ
てみよう｡まず秘書の必須条件としては､字
を書 くことができ､文章をよくしていながら､
表に出ることのない､あくまで陰の存在でな
ければならない｡歴史上に名を残すまでに至
らないため､文献も乏しいが､第-に挙げら
れるのはティロであろう｡
ⅠⅠ 歴史に見る秘書
(1)舌代ローマ時代の秘書
古代ローマ時代の雄弁家､政治家そして哲
学者であったキケロ(MarcusTuliusCicero
106-43B.C.)は､深い学識と高い教養をもっ
た弁護士であった｡キケロは最初の演説 『ク
イントゥスのために』から始まり､14編の『フ
イリッボス的演説』等､現存しているものが
(1-a)
およそ58編あるが､そのキケロの演説の多く
を書 き残 したのが､キケ ロの解放 奴隷
(1-b)
ティーロであると言われている｡ティーロは
ラテン語の速記法を生み出したが､このティ
ーロ式速記法が最古のものとみられる｡弁論
術の盛んな古代ローマ時代においては､為政
者や教団指導者らを補佐する秘書役の多くが､
奴隷から解放されて自由人になるための条件
である､高度の教養をもち､演説等を記録で
きる学問と文章作成 (修辞)能力を備えてい
ることで､当時にあって絶大な権力を持って
いたものであろう｡ティーロは又､速記者と
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しての秘書役のほかに､ キケロに政治情報を
rlC,L
収集して伝えるなど､ブ レーン的役割 もはた
していた｡
(2)キリス ト教における速記者の糞成
ジュリアス･シーザー(GaiusJuliusCaesar
102/100-44B.C.)もまた､古代ローマ時代に
おいて､政治家としての手腕は卓越しており､
雄弁家であり､文章をよくした｡ガリアでの
行動､ポンペイウスとの戦闘について､7巻
からなる『ガリア戦記』､3巻からなる『内乱
記』の二著をあらわしている｡シーザーは各
地に転戦したため､常に能率を心掛けた｡彼
はBC10世紀にエジプ トへ遠征した収穫の一
/･
つとして1年を365.25日とする太陽暦を採用
したり､法典編纂､首都における大図書館の
建設等､超人的で多忙である｡2巻からなる
文法論はアルプス越えのさなかに執筆され､
キケロに献呈されたといい､これも補佐役の
協力なくてはできるはずもない｡こうしたキ
ケロやシーザーに限らずこの時代の為政者を
陰で支えたであろう秘書の存在を感じるので
ある｡
使徒パウロ (Paulosca.2B.C.～67A.D,)
は､キリスト教を内面的に深い宗教にした一
人である｡『新約聖書』の諸書の中に､パウロ
書簡が13通あるが､彼は教会の指導者で､牧
者であった｡自分で建てた教会の諸種の問題
を解決し､信徒を励ますために､多くの手紙
を書いている｡こうした多忙なパウロは速記
者を抱えていたと言う説が出るのである｡
(3)
また､古代末期の教父アウグスチヌス(San-
ctusAureliusAugustinus354-430)が､ 多
くの速記者を雇っていたと言われるのも､彼
の膨大な著書が物語っている｡
ところが､ローマ皇帝ネロ (在位54-68)
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は､ローマ市の怪火をキリスト教徒に帰し､
キリス ト教を弾圧して､数々の蛮行を行って
迫害したので､古代とローマ時代に根づいた
キリスト教の速記術も廃れてしまった｡
14-16中世､ヨーロッパに現出したルネッ
サンスは､古典古代の学芸の再生 ･復興を促
した｡この機運のもとにギリシャ ･ローマの
古代文化の復興が注目され､古典を古典とし
て追求する人文主義の風潮を育て上げ､速記
術もよみがえることになった｡
(3)紀元前中国の秘雷官
秦の始皇帝 (259-210B.C.)は､中国最初
の統一帝国を作り上げたが､中央集権のため
の種々の改革を27年間で多方面にわたり積
極的に推進した｡始皇帝のブレーンは韓非子
(41
とともに苛子に学んだ李斯 (?～208B.C.)で
ある｡李斯は本来政治家であるが､現代で言
う米国大統領秘書官に当たるもののようであ
ったらしく､皇帝を大いに補佐した｡
ところで文書作成者としての秘書の役目を
見るなら､同じく秦の始皇帝の時代に､皇帝
と朝廷の間で文書取り次ぎに関する ｢尚書｣
が設置されている｡さらに漢代(紀元前202-
唐の中央官制
内 殿 秘 宮 尚 門 中
侍 中 書 内 喜一下一書
省 省 省 官 省 省 省
l I l㌦ l l?????? ?? ??
?
? ? ? ? ? ? ? ? ?????
???
???
?? ???
???
?? ???
???
????????
?
?
??
184 清泉女学院短期大学研究紀要(第14号)
紀元8年)には､｢尚書令｣｢尚書僕射｣が政
府の部署 (省庁)として設置された｡そのの
ち､唐の時代 (618-906年)に律令制ができ
たが､中心となる三省は中書省 ･門下省 ･尚
書省であった｡この三省とは､中書省で詔勅
を起草し､門下省で審議､尚書省で実施とい
うものであった｡行政官庁である三省のほか
に､宮内官として下表中のように秘書 ･殿中
･内侍の三省があり､内侍省は富官を管理し
た｡
(4)日本の秘雷史
ではわが国ではどうであろうか｡わが国で
は3世紀半ば､邪馬台国の女王卑弥呼が強大
な指導力を発揮していたころに､その原形を
し6)
見ることができる｡『魂志倭人伝』などの中国
の史書が伝えるところによると､卑弥呼は兵
隊に､守られた宮殿の奥深い部屋で､ひとり
で､神をまつり､誰にも会わず､もっぱら占
いをして諸事を決めたといわれている｡人民
と卑弥呼との間は､卑弥呼の弟が取り次いで
いたという｡つまり卑弥呼の弟がこの秘書と
しての職能をはたしていたのである｡
7世紀中ごろ､聡明にしてなおかつ抜群の
/7)
記憶力を持つ舎人､稗田阿礼に､天武天皇は
帝紀 ･旧辞を講習させた｡これをのちに阿礼
が語ったものを大安万呂が筆録してできたの
が 『古事記』(712年)である｡阿礼の舎人役
はすなわち､わが国での秘書第1号と言われ
る由縁であろう｡
こうした口頭政治からやがて文書行政への
移行が確立するのは､唐の律令を手本として
(8)
制定された大宝律令 (701年)の制定であり､
長 くそののちの日本の政治に影響を与えた｡
[9)
これによって設けられた中務省の図書頭 (詔
書の作成など)は､官位として現れる秘書と
いう意味での職名である｡この制度は平安時
代まで続けられた｡
(1()
やがて律令管制下において､蔵人所がおか
れた｡これは薬子の変によるもので､天皇の
機密文書を扱う役にあった藤原薬子が､権勢
を利用して平城天皇をそそのかした事件で､
以後嵯峨天皇は蔵人頭をおいて､機密はすべ
てこれを通じて実施させることで漏洩を防い
だ｡蔵人は､本来は天皇の私的秘書官ともい
うべきものであったが､常に天皇に近侍し､
殿上日常一切のことを支配したことから､重
職として官界での昇進の登竜門になったO変
の後も蔵人所はひき続き置かれた｡
14世紀鎌倉時代､源頼朝は幕府の中枢機関
として､一般政務を処理する政所､訴訟 ･裁
判を行う問注所､軍事警察としての侍所を設
けたが､これらの長は執事と呼ばれ､その執
事に寄人あるいは右筆衆と呼ばれる秘書的役
割を司る人が付いている｡
さて17世紀江戸時代､幕府に設け られ
(12)
た右筆衆は､奥右筆と表右筆に分かれて活躍
した｡中でも機密文書の作成に携わった奥右
筆は､幕府の発令する法令･の作成や刑罰に関
与することで権勢を誇ったと言われる｡江戸
幕府の中心は御用部屋で､わけても5代将軍
綱吉は､柳沢吉保を側用人に登用し､側用人
政治を行った｡この側用人政治とは､側用人
が常に将軍の側近に侍して老中の上申の取次
ぎ､将軍の意志の伝達､また自らの意見を将
軍に具申するものであった｡このようにして
綱吉の信任を得た柳沢吉保は､幕政を一任さ
れることとなるOこのような､将軍の独裁専
制を背景とする側用人政治の形態は､6代将
軍の間部詮房や新井白石に受け継がれ､さら
に､側用人から任用された田沼意次へと展開
していった｡側用人とは元来､将軍に近侍し､
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将軍と老中との連絡に当たる単なる使い役で セクレタr)-としての側用人が政治の実権を
あったものが､将軍に近侍することから､い 握 り､大きな勢力を持っていた時代であった｡
つしか特権的役割に変わり､勢力を得るよう しかしながら､六代､七代将軍のころの側用
になった｡ 人間部詮房の権勢が強すぎたために､この側
以上のように､徳川四代～六代においては 用人制度 も廃止になるのである｡
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日本近代における秘書の成立ちをたどるな
ら､次のようなことがわかる｡
(a)明治期の秘書
秘書という職名は､明治4年に制定された
(13)
｢兵部省職員制｣に登場する｡翌､明治5年
10月13日制定の､｢海軍省職制｣によって海軍
省は3局10課制で新しく発足したが､秘史局
の中に､事務課､記録課､文書課が設けられ
た｡
さらに明治17年に､政府は国会を開設する
にあたり､長官の伊藤博文を中心として内閣
制とそれにともなう官制改革が構想され､翌
明治18年12月に太政官制を廃止し､内閣制度
が創設された｡この時の18年12月職制第9編
(14)
は､『秘書類纂』官制制定資料として現有して
おり､国家の最高機密に属する重要な文書 ･
記録を､伊藤博文が秘書に命じて類纂させて
いる｡
一万二の時代､婦人の職業の中には｢秘書｣
は登場していない｡実際の女性の職場進出は
明治期に始まったといわれているので､｢タイ
ピス ト･速記者 ･事務員｣などの中に､その
姿がうかがえるのではないだろうか｡
(b)女性秘雷の養成
明治期まで日本で ｢秘書｣を職名として活
躍したのは男性だけであった｡さて､女子の
実務教育を担った明治初期の女学校の設立年
を 『頒栄女子学院百年史』に探るとすれば､
次のようである｡
明治3年 フェリス女学院 横浜
〝 4年 ミッション ･ホーム
(横浜共立学園)横浜
〝 6年 梅香崎女学校 長崎
〝 8年 照暗女学校 (平安女学院)
大阪のち京都
〝 〝 神戸共和女学校 (神戸女学院)
神戸
〝 9年 同志社女学校 京都
〝 11年 梅花女学校 大阪
〝 12年 清水女学校 長崎
〝 〝 光塩学校 (梅光女学院)長崎
〝 13年 ブリテン女学校 (成美学園)
横浜
※東京以外の ミッション系の女学校
(出典 『都史紀要』)
当時の女学校の学課課程は､どれも良妻賢
母を旨とする､品性の淘治､婦徳の訓練に重
きを置いたものである｡その中に1912(明治
(16-b1
45年)に､私立宮城女学校に専攻科が設置さ
れ､家政専攻学科課程の中の随意科目に商業
簿記 ･銀行及簿記 ･官用簿記の科目名が見ら
れる｡さらに､大正期に入る (1918年)と､
(16-a)
京都の平安高等女学院 (現 ･平安女学院)が
秘書部を設置､修身 ･国語 ･英語 ･英文学 ･
歴史 ･タイプライター ･速記 ･商業実務など
が開講されるに至った｡この学校は当初､明
治8年に､米国人宣教師 ミス ･エディーによ
って始められたが､その後､明治28年にグリ
ング氏の ｢女性の社会進出｣を意図とした女
性教育の目的から､普通科､高等科､裁縫科
が開設されたのである｡こうして､初めて女
性にスポットライトが当てられたのである｡
興味深いのは､欧米における女子の職場進出
も､時をほぼ同じくして第 1次世界大戦(1914
-1918)によって生じた男子の労働力不足を
補う代替労働者としておこったということで
ある｡
当時の日本の社会情勢に鑑みても､秘書部
を設置し､女性の社会進出に寄与した同校の
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先駆的役割は余 りあるものがある｡同校の大
正14年の学課過程によると､欧米型セクレタ
リー を養成する教育意図のようで､卒業後､
外国企業のバイリンガル ･セクレタリー とし
て活躍した女性達もいた｡残念なのは､昭和
2年度には秘書部は ｢本年は募集せず｣とあ
り､10数年の短い期間だけの設置であったよ
うだ｡欧米で女性秘書が定着したのはタイプ
ライターと速記術の発達によるが､日本で秘
書職が確立しにくかったのは､日本の文字の
多様性による和文タイ70の非能率性に起因が
あるものと考えられる｡
Ⅳ 現代秘書の種類
わが国で秘書業務が急速に発展してきたの
は､第2次世界大戦敗戦後の産業復興による
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高度成長によることろが大きい｡経済再建の
過程で､女子労働者の供給が労働需要を緊密
に結び付けたのであった｡経営規模の拡大と
合理化は､高度の訓練を経ない若年の女子が､
補助的な労働者として大量に吸収されたので
(17)
あった｡こうした著しい女子職員層の拡大は､
歴史的な傾向の反映であると考えられる｡こ
れまでの秘書史をみると､男子を中心にそれ
が担われ､戦後の急速な社会情勢の変化から
順次女子へと移行していった｡これは女子に
も大学-の門戸が開かれた結果､高学歴の女
子による積極的な職場進出に乗じ､役月補佐
要員としての必要性からであろう｡
ただ職種は秘書という明白な区分はなく､
一般事務月としての資料に登場する｡最近の
労働白書にみる女子の学歴構成は次の通 りで
ある｡
平成7年度版労働経済の分析
表2-(3)I4図 女子就業希望者の学歴構成の推移
(1)35-39歳層 ??
? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ??
87 92(午)
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(2)40-44歳層 ?
? ? ?
? ?
? ? ? ? ? ? ?
? ?
? ?
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1982 87 92(午)
資料出所 総務庁統計局 ｢就業構造逝本調査｣
(症) 就業希望者のうち在学者を除いた数値
それでは現在における秘書業務にはどのよ
うなものがあるのか｡秘書としての種類を大
別すると以下の4つになる｡
(a)秘雷の種類
①ビジネス秘書
会社の役員を補佐する秘書
②専門職 (医師､弁護士､会計士､大学
教授､コンサルタントなど)の秘書
それぞれの専門分野に関する知識を持
つことが必要｡
③外国企業 ･大使館の秘書
外国語に堪能であり､日本の文化を紹
介できるガイドとしての素養 ･知識が
必要｡
④公務月の秘書
政府や官庁関係の高官には､男性秘書
官がつくのが一般的o女性はこの下に
配属される｡国会や官庁の組織､法律
制度の実務についての知識が必要とな
る｡
以上は秘書職の中でもかなり高度の知識と
経験および判断力の要求されるものであり､
一般的概念でいうところの秘書は準秘書職の
範ちゅうに入るものである｡
(b)秘雷の所属形態
次に秘書は通常どの形態に所属するのか､
それを以下に記してみる｡
秘書の所属形態
(丑日本型グループ秘書
日本の企業では通常､秘書課 (秘書室)
がある場合が多く､秘書課や総務課､社
長室､ 役員室､企画室に所属して働 く｡
男性秘書室長あるいは課長の下で､複数
の女性秘書課員がグループ組織で経営 ト
ップを補佐する集団体制をとる｡
②欧米型マンツーマン秘書
外資系企業はマンツーマンであることか
ら個人秘書の形をとり､特定の上司と直
接ペアを組んで補佐するマンツーマン体
制をとる｡上司と秘書の信頼関係で秘書
に仕事を一任する｡
藤井 秘書の捷史と現代の課題
日本型グループ秘書
秘書課
? ? ? ?
??
?
? ???
?
a女性秘書課員
b女性秘書課員
C女性秘書課員
d女性秘書課員
(C)女性秘雷の導入
現在では秘書といえば一般に女性秘書を連
想するほどである｡しかし古代より時の権力
者の機密事項を扱う者が､それを補佐し､そ
の特定の分野の仕事を担当するのは男性秘書
の仕事であった｡戦後､企業の管理者たちに
よる積極的な経営管理技術の導入と､徹底的
省力化の進む大企業で､女性の秘書が受け入
れられるようになった｡また､女性の積極的
な社会参加と企業の経営者の経営管理導入で､
女子労働力をあくまでも男子とは別の労働力
として管理し､男女間の職務分化が始まった｡
(d)秘雷の雇用状況とその実情
我が国における秘書の雇用の実情は､一般
的には入社後､企業の人事部門が新卒者の適
性を判断したうえで各専門部署に配属する｡
秘書課月として配属されるのは､人事担当者
と秘書部門者とで人選するのが一般的方法で
ある｡従って､秘書教育を受けた者や秘書経
験のある者を､希望する課に専門職 (スペシ
ャリスト)として配置することはほとんどな
い｡これは欧米と日本との歴史 ･風土の相違
に原因があり､環境の違いと､経営管理体制
の手法の相違点からくるものである｡欧米で
はマン･ツー ･マンという独立体制をとるの
で個人秘書という独立した体制を保ち､能力
次第で上級秘書に昇進でき､企業の意思決定
にも参画できるが､日本ではグループの一員
欧米型マンツーマン秘書
上司 一 秘書
上司 一 秘書
上司 一 秘書
上=tll 秘書
上司 一 秘書
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という集団体制の中に生きるので､個人の利
益 ･意思よりも集団としての立場を優先させ
るからである｡
Ⅴ むすぴにかえて
本稿は､歴史的過程にそって秘書の歴史を
考察したものである｡よって秘書職における
現実の問題点までは言及していない｡
(16)
かつてアルビン･トフラーがその著 『第三
の波』の中で秘書不要の時代を書いているよ
うに､秘書は無用化するという見解が現実と
なり､今 日米国社会では秘書に厳しい時代と
なってきている｡日本においても､｢秘書｣が
転機を迎えているO即ち国際化 ･情報化とい
う社会の流れ､経営環境の変化､雇用者側の
秘書に対する認識の変化であるがOA機器の
(19)
発達で､これまで以上に秘書に寄せる上司の
期待は大きいものがあるOつまり秘書の仕事
に大きくウエイトを占めていた職務内容が､
上司自らがワープロを叩き､コピーする等､
雑用事務が減って仕事の高度化を求められる
一方､ リストラで秘書の職種転換や､派遣社
員 ･パー トへの切り替えが進むといった､二
極分化が顕著になってきた｡
このOA化が秘書の職場での地位を剥奪す
るのではないかとの心配が一部に聞かれる｡
しかし､本来の秘書の業務とは上司の補佐と
しての役割､つまり本来の業務を遂行しやす
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くするために､雑務をできるだけ取 り除くこ
とが必要であるわけである｡ことに米国の秘
書組織構造とは異なる日本という歴史的土壌
は､上司の助力という役割の基本体制は変わ
ることはないであろう｡むしろこれまで以上
に高度の知識や能力が求められるようになっ
たと言えよう｡
このように高度な秘書が求められる一方､
書類清書などの単純事務型秘書はパー トで採
用する､いわゆる二極分化が起きているとい
われるが､この二極分化の傾向は､多様な仕
事内容に対応できる秘書の専門性が評価され
るよい機会であろうということもできる｡秘
書の職域に人間性が介在する限り､秘書の実
用性は評価されるべきであって､機械では到
底解決できる問題ではない筈である｡今後の
課題としては､個々の秘書自身が現況を速や
かに察知してこれに積極的に対応し､広い意
味において知識を吸収､研蝶し､現在の職務
に安住することなく発想の転換をはかるべき
であろう｡
戦後の民主化は､男女差をなくすことに貢
献したが､高度成長の求人過剰の下に育った
新世代の親たちは､日本の歴史的土壌と風土
を覆す､はき違えた民主主義を次の世代に伝
えているのではないだろうか｡最近問われる
日本語のみだれも､ただ単に時代の流れと見
るのは論弁であり､現実に社会で生きている
敬語を､時代劇を観ているような感覚でしか
とらえられず､無言化した時代に臆面もなく
生きているようにみえる｡
年々増加する秘書検定受験生の数は､秘書
教育の内容が多岐にわたることからも､企業
の採用基準に組み込まれていると見るべきで
あろう｡つまり､企業はスペシャリス トとし
ての秘書を受け入れる体制は持たないが､資
格を持つことで､最近問われる一般常識を備
えた女子を望んでいるにほかならない｡戦後
急速な伸びを見せた経済成長も過渡期を迎え､
企業は人員削減 と省力化を図る一方､採用人
月を精鋭化する選択肢を持つ特権にあるよう
に思われる｡これまで採用後に行われた各社
毎の社内教育だけでは追いつかないであろう
と予想されるO企業の要請は､スペシャリス
トとしての秘書だけに留まらず､広義の意味
においての上級事務員とみるべきではないの
だろうか｡
[旺]
1-a)村川堅太郎縮 風間喜代三訳 ｢キケロ･24｣
(『世界古典文学全集第23巻プルタルコス (列
伝)』 筑摩書房 1996年)の467頁の証によれ
ば｢キケロの息子がティーロに宛てた手紙(｢家
人宛書簡｣16巻21･6節)にはゴルキアスは弁論
の教師としては役に立つが､父のすすめに従い
罷免した｣という記述が残っている｡キケロの
演説が多数後世に伝えられたのは､この手紙に
あるように､信頼の厚いティーロのすぐれた秘
書能力に負っていることを何わせている｡
1-b)ティーロ MarcusTuliusTiro 前103年
生～前4年投
ダイアナ･パウダー編 『古代ローマ人名事典』
(原書房 1994年)､110頁によれば｢キケロの
秘書｡キケロ家の奴隷で､前53年に解放され
る｡演説家キケロの生涯にわたる仲間であり親
友でもあった｡原稿の準備と公刊においてキケ
ロを助け､主人の死後もそれを助けたOまた蔵
書家､速記法の考案者としても名高いOそれゆ
え彼の名前は古代の略記法の集成 (現在)の名
称となっている｣とある｡
1-C)風間喜代三訳 ｢英雄伝｣(『世界文学全集5
プルターク集』筑摩書房 1970年)には｢もっ
ともキケロの解放奴隷であるティーロは､これ
は借金をなくすための便法だった｣(277頁)と
記され､また｢ただしキケロ自身の解放奴隷の
ティーロは､フイロログスの裏切りについては
一言もふれていない｣(283頁)とある｡
2)永田久『時と暦の科学』(NHK市民大学 N
藤井.秘書の歴史と現代の課題
HK出版 1989年10月)によれば､｢独裁者とし
てあらゆる権力を手中におさめたユリウス･カ
エサルは､エジプト遠征にでかけた際に､シリ
ウス暦を知 り､アレクサンドリアの暦学者ソシ
ゲネスを顧問として暦法を改め､1年365.25日
の太陽暦を制定した｡この暦が≪ユリウス暦≫
である｣(56頁)とある｡また ｢ユリウス･カエ
サルは自分の功績をたたえ､神として後世に名
を残すために､自分の誕生した7月(Quintilis)
を自分の名にちなんでユリウス (Julius)と変
えた｣(61頁)とある｡
3)宮谷宣史編訳 『人類の知的遺産･アウグスチ
ヌス』Ⅰ-8 (講談社 1981年1月)所収の解
説､〔記録され､愛読された説教〕によれば､ア
ウグステイヌスは深淵な真理を単純な形式で
語ることに意を用いた｡上品に､立派に話すよ
りも通俗的に､明確に語ることを好んだアウグ
スティヌスは､まさに大衆説教家であった｡事
実､ヒッポでも､カルタゴでも､ミレヴェで
も､多くの民衆が彼の説教によって心をとらえ
られたO幸いにも彼の説教は速記者によって写
され､書記によって記録されたため､当時､他
の教職者たちによっても説教されたし､また多
くの人々の間で愛読された｣(153頁)とある｡
膨大にして浩瀞なアウグスチヌスの著作はす
ぐれた秘書役の書記の尽力なしには､後世に伝
えられることはなかったであろう｡
例えば 『アウグスティヌス著作集11 神の国
(1)』(教文館)は次のように大部なものであ
る｡
第 1巻 一 第 3巻 412年から413年までの間
に執筆､公表｡
第4巻および第5巻 413年から414年までの
間に執筆､415年公表｡
第 6巻 一 第10巻 415年から416年までの間
に執筆､公表｡
第11巻 一 第14巻 416年から420年までの間
に執筆､公表｡
第15巻 一 第18巻 420年から425年 までの間
に執筆､公表｡
第19巻 一 第22巻 427年以前に完了｡
上記本の訳者解説によれば本書は約15年を
費やして執筆され､それはアウグスティヌスの
58歳から72歳 (412年ごろから426年ごろまで)
にいたる期間である｡さらに『創世記逐語講解』
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は『神の国』執筆開始後まもなくの415年ごろに
完成した｡引き続いて 『ヨ-ネ福音書講解』の
執筆が開始されている｡また 『三位一体論』は
未完成のまま 『詩編講解』の執筆が継続され
た｡これらはすべて大著と称すべき書物である
が､アウグスティメスはこれらの書物と平行し
て､さらに分量的にもそれらを上回る本書 『神
の国』の著述を遂行したのであるO 彼が教会内
外の多事多端な中でこれほどさかんな執筆活
動をつづけ得たことは実に超人的である｡これ
らすべてをアウグスティヌス一人でなしうる
わけがなく､ここに彼が口述速記者を雇ってい
たことは十分想像できるo(505頁参照)
4)『世界大百科事典22』(平凡社 1967年)によ
ると李斯は ｢楚の上棄 (河南省)の人0年少に
して苛況について帝王治世の術を学び､熱心な
法治主義者となった｡郡県制の実施､焚書の令
による思想統一など､始皇帝の政策は彼の建議
することろが多いo彼はまた文辞をよくし書に
巧みで､大業を簡単にして小策をつくって一般
の使用に健にした｣(752頁)とあり､始皇帝を
大いに助けたことが伺える｡
5)堀敏一 ｢東アジアの世界帝国｣(『世界の歴史
4 (古代の中国)』 講談社 1977年)に ｢唐代
の律令官制の中心は三省･六部である｡三省と
は中書省 ･門下省 ･尚書省をいい､中書省で詔
勅を起草すると､門下省でそれを審議 したう
え､尚書省にまわして実施された｡そのため尚
書省には､吏部 ･戸部 ･礼部 ･兵部 ･刑部 ･工
部の六部が所属して政務を分掌したO中書省で
起草する詔勅は皇帝の意思をしめすわけであ
るが､門下省がその詔勅を審議し､異議があれ
ば修正し返還する権限をもつところに､皇帝独
裁がかならずLもとおらない貴族政治の特色
があらわれているといわれる｡尚書省は執行機
関で､その長官尚書令は唐初を除いて任命され
なかったので､中書省の長の中書令と､門下省
の長の門下侍中とが宰相とされた｡宰相ははじ
め門下省におかれた政事堂で国政を合議した
が､やがて政事堂は中書省に移されたOこれは
皇帝権力の強化にともなって､側近の中書省が
重要になったことをしめしている｣(376頁)と
あり､尚書省の秘書的役割が明らかにされてい
る0
6)『倭国伝 (中国の古典)』(藤堂明保･竹田晃･
192 清泉女学院知期大学研究紀要(第14PJ･)
影山輝国訳 学習研究社 1985年)所収の 『後
漢書』には､｢有-女子｡名目卑禰呼､年長不
縁､事鬼神道､能以妖惑衆｡於是共立為王｡侍
婦千人､少有見者､唯有男子一人給飲食､博辞
語o｣とある｡また 『随書』には ｢有女子名卑涌
呼､能以鬼道惑衆弟｡於是国人共立為王｡有男
弟､佐卑禰弥理囲｡其壬有侍蝉千人､竿有見其
面者､唯有男子二人給王飲食､通博言語O｣とあ
るように､卑弥呼の弟ないしそばの男子が秘書
としての役を果たしている｡
7)｢『日本書紀』の成立と解釈の歴史｣(『日本の
名著1 日本書紀』川副武胤 ･佐伯有清 ･笹山
晴生訳 中央公論社 1971年)によると｢『古事
記』の編纂の場合､問題になるのは､舎人であ
る稗田阿礼に帝紀･旧辞を詞み習わせた､すな
わち ｢涌習｣させたとあるO阿礼は聡明で､一
目見ただけで､口に出して詞み､一度耳にすれ
ば､心に刻みつけて忘れなかったという｡つま
り元来は語部が伝えたものを天武天皇が聞い
て､正しいことをいちおう定め､定めたものを
また稗田阿礼に暗詞させた｡そして阿礼がのち
に語ったものを太安万呂が筆録した｣(19頁)と
ある｡
8)池Efl温 ｢唐朝の成立と律令体制 法式備定の
世界帝国｣(『日本と世界の歴史6･7世紀』 学
習研究社 1970年)は大宝律令について次のよ
うに説明している｡｢唐初に帰国した日本の留
学生は､｢大唐国は法式備わり定まれるめずら
しき団なり､つねに違うべし｣と朝廷に報告し
ている｡この律令とは､法典の名称であり､刑
法に相当するのが律､官僚機構を通 じておこな
う国家支配の綱領が令である｡令は行政法を主
体とし､民､商､訴訟法的は要素をも部分的に
ふ くんでいる｡しかし､今日の法体系とは異な
り､国民の基本的人権を定めた憲法のようなi)
のはまったくなく､律令はあくまで上からの権
威であった｣｡(276頁)
9)『日本思想体系 第3巻 律令』(岩波書店
1982年)によれば､｢図書寮頭一人｡掌らむこ
と､経籍図書のこと､国史を修摸せむこと､書
史を校写せむこと｡｣と規定されており､宮中の
図書の保管､国史編纂などを担当したものであ
る｡
田島公 ｢律令制 と文書行政｣(『日本の古代 7
まつ りごとの展開』 中央公論社 1986年)に
よれば｢朝堂政治のはじまりにおけるu鎖政治
から文書行政への流れは､官僚機構の整備･確
立と深くかかわるO臆大でかつ非人格的な｢機
構｣が組織的に正確に運営されるには､そのあ
らゆる局面において文書による意思の伝達､政
務の報告と掌握が必要とされたのである｣(266
頁)とある｡この過程で 秘書の役割は従来に
なかったほどの重大さを負うことになったと
考えられるo
10)『国史大辞典』(吉川弘文館 1991年)による
と｢蔵人所とは薬子の変に際し､平城上皇側に
天皇側の機密が漏れるのを防 ぐために､腹心の
者をこれに任じ､天皇に近侍して機密の文書を
扱わせ､また諸訴を掌らせることにした｣(955
頁)とあり､薬子の変後､律令政治体制は大き
な変化をみせた｡
ll)貴志正造編著 『全訳吾妻鏡』別巻 (新人物往
来社 1979年)､125頁に､[連署]れんしょ
①文書に数人が署名連判すること
(例)｢相州大官令連署上所被載御判｣建暦五年
五月三日
②鎌倉幕府で執権を輔佐して政務を掌る重職O
幕府から発行する下文 ･下知状 ･御教書に執権
と共に署名加判する｡
(例)｢相州重時為将軍家別当連署｣『吾妻鏡第3
8』宝治元年七月廿七日｡
『同第凹十二』建長四年三月十六日 『同四
十六』建長八年三月 と説明がある｡
『日本の歴史 鎌倉幕府』石井進 中央公論
社 1984年刊には､｢政所はもっとも主要な機
関であって､｢文書はじめ｣ということばからも
わかるように､必要な文書の作成や財政事務を
処理する｣(207頁)と､この機関の説明があ
る｡
12)笹間良彦著 『江戸幕府役職集成』(雄山閣
録係で､老中の文案をことごとく記録し､古例
に徹して事の当否を議する役で､機密の事にた
ずさわるから御表御祐筆よr)も重い役であっ
た｣(325頁)とある｡
13)小池猪-編著『図説総覧海軍史事典』(図書刊
行会 1985年)によれば､｢明治2年7月8日､｢職
員令｣の制定により管制の改正が行われた｡神
祇官､太政官の下に六省制となり､その中の-
省として兵部省が置かれた｡明治4年7月28日､
193藤井 ,秘書の歴史と現代の課題
手元に集まった公務に関する各種の書頬を点
検し秘書に命じて主題別に類纂せしめた｡伊藤
は終始明治政府の中枢に位置した政治家であ
り､ここには国家の最高機密に属する重要な文
書･記録が多数収録されているOその意味で本
書は明治政治史研究にとってきわめて貴重な
史料の宝庫といえよう｣(903頁)とある｡
｢兵部省職員例｣を制定､海軍部と陸軍部に分
けた｡海軍部に属する機構は次のように改変さ
れた｡
秘史､軍務､造船､水路､会計の5局｣(92頁)
とある｡
14)『国史大事典』(吉川弘文館 1990年)による
と､｢秘書類纂｣とは伊藤博文の関係書類を集め
た史料集とあり､｢伊藤博文は生前みずからの
16-a)大正15年度の 『平安高等女学校の歴史資料』は次のようにある｡
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16-b)『天にみ栄え一宮城学院の百年』(学校法人 宮城学院 1987年)に当時の専攻科設置の募集計
画の中で､家政専攻科学科課程表が次のように記されている､
学 定 罪 症 芳 定 S
料 時 時 時
目 義 学 義 学 義 学
年 年 年
防意料目 英語 訳 解 同 上 同 上
漢文 講 読 同 上 同 上
簿記 商 業 簿 記 銀行及会社簿記 官 用 簿 記
音楽 ヒ●7J或ハ紬がン 仝 - 仝 -
藤井 .秘書の歴史と現代の課題
17)広田寿子著『現代女子労働の研究』(労働教育
センター 1979年)によれば ｢大戦後とくに注
目される女子労働者の増加は､歴史的発展の結
果である｡女子労働との関連とは､次の三つの
事件を契機としたもので､先ず第-に第一次世
界大戦の開始に始まる産業の膨張で､大戦景気
をきっかけに､女子事務員を受け入れる条件を
築きつつあった｡第二に満州事件の勃発で､重
化学工業部門の発展は多くの産業で大企業を
中心として単純労働者や補助労働者の分野を
拡大させ､新 しい女子労働力にたいする需要
は､このような条件の中で生まれたのである｡
第三に第二次世界大戦後で､女子労働は敗戦に
よる経済的･社会的諸条件の変化によって､量
的にも質的にもめざましい発展をみせる｡｣(93
頁)と述べられている｡
18)アルビン･トフラー著 『第三の波』(鈴木健次
他訳 日本放送出版協会 1980年)の第15章に
｢これは新科学技術の 1つである､コンピュー
タあるいはワー ド･プロセッサと呼ばれる電子
工業装置の導入による大変化である｡従来の原
文の書取､修正､複写､伝送､ファイルという
全作業過程を圧縮するもので､スピー ドは上が
り､コストを下げる｡エレクトロニクスを駆使
したオフィス-の移行が､秘書の不要を招 くと
いうものである｡｣(209頁)という警告がある｡
さらにまた､"ジュリア-ノ博士によって｢昔の
テクノロジーがタイピストを用いたのはテク
ノロジーが､いわば不器用だったからだ｡粘土
板を使った時代は､粘土の焼き方や文字を刻む
技術を知っている書記が欠かせなかった｡文字
を記すことは万人にできることではなかった｡
今 日ではタイピス トという名の書記を使って
いる｡だが､新しいテクノロジによって通信文
195
の書 き取 り､修正､記憶､検索､伝送､複写
が､書いたり､しゃべったりするのと同じよう
に簡単になれば､われわれはこれらの作業を､
すべて自分でやってのけることになろう｡機械
に慣れさえすれば､もはやタイピストは不要に
なる｣'(276頁)という危機感に満ちた注目すべ
き発言がある｡
19)上記の同書において ｢ワー ド･プロセッシン
グ業界やブ-ズ ･アンド･- ミル トン･コンサ
ルティング社の首脳のひとり､ランディ･ゴー
ル ドフィール ド女史の意見によれば､秘書は思
考力を必要としない､意思決定の一部に参画す
ることになろうというのである｡むしろ､ホワ
イトカラー労働者のなかでさびしい分裂が生
じ､より責任の重い地位に上昇する人と､下降
をつづけ､ついには不要になる人とにわかれる
であろうO｣(278頁)という指摘 も傾聴に価する
と思う｡
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